
 
 

 

「
桜
満
開
」
の
便

り
が
各
地
か
ら
届

く
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
や
は
り
こ
の

季
節
と
言
え
ば
入

   （１） 
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学
式
で
す
ね
。
新
た
な
第
一
歩
を

踏
み
出
す
式
典
が
各
地
で
行
わ
れ

始
め
ま
す
▼
最
近
の
大
学
で
良
く

「
奨
学
金
」
と
言
う
言
葉
を
目
に

し
ま
す
。
私
た
ち
の
時
代
と
は
大

き
く
変
わ
っ
て
、
国
立
大
学
で
も

お
金
の
か
か
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
「
奨
学
金
」。
多
く
の
方

が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
が
、
大
き
な
落
と
し
穴
が

あ
る
と
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
▼

こ
の
制
度
は
、
卒
業
し
て
か
ら
毎

月
返
済
を
何
十
年
も
か
か
っ
て
返

済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
割
合
で
返
済
さ
れ
な

い
と
新
聞
等
で
も
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
返
済
を
３
回
し
な
い
と

「
一
括
返
済
」
を
要
求
さ
れ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。
ま
さ
に
「
学

生
ロ
ー
ン
」
で
す
。
し
か
も
、
裁

判
所
に
提
訴
さ
れ
る
の
で
そ
の
費

用
も
上
乗
せ
さ
れ
請
求
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
以
降
は
普
通
の
ロ
ー
ン

と
同
じ
扱
い
に
さ
れ
返
済
地
獄
が

待
っ
て
い
ま
す
▼
言
葉
だ
け
で
判

断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
言

葉
の
中
身
を
調
べ
な
け
れ
ば
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
雅
） 

 

許
せ
な
い
ベ
ア
ゼ
ロ 

（
会
社
最
終
回
答
） 

 

「
賃
金
・
時
給
の
引
き
上
げ
、

正
社
員
化
と
均
等
待
遇
、
大
幅
増

員
」
の
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
に

対
し
、
３
月
１
７
日
、
日
本
郵
政

は
、
正
社
員
、
期
間
雇
用
社
員
と

も
に
「
ベ
ア
ゼ
ロ
」
を
最
終
回
答

と
し
ま
し
た
。（
最
終
回
答
の
主
な

内
容
：
別
掲
）
正
社
員
・
期
間
雇

用
社
員
に
夏
期
一
時
金
の
「
特
別

加
算
」
は
あ
っ
た
も
の
の
ベ
ア
の

実
施
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
１
６

春
闘
で
は
、
業
績
が
厳
し
く
な
っ

た
企
業
で
も
ベ
ア
は
実
施
し
、
一

時
金
は
ほ
ぼ
満
額
で
回
答
し
て
い

ま
す
。
「
処
遇
改
善
・
格
差
是
正
」

を
理
由
に
、
非
正
規
労
働
者
の
賃

上
げ
を
実
施
し
て
い
る
企
業
も
多

く
あ
り
ま
す
。
日
本
郵
政
は
企
業

と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。 

 

正
社
員
の
賃
金
は
、
１
０
年
前

か
ら
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
消
費

増
税
に
よ
り
生
活
水
準
は
さ
ら
に

悪
化
し
て
い
ま
す
。
期
間
雇
用
社

員
の
時
給
も
最
低
１
２
０
０
円
、

２
０
０
円
ア
ッ
プ
は
譲
れ
な
い
も

の
で
す
。
要
員
状
況
に
つ
い
て
も
、

要
員
不
足
に
よ
る
労
働
強
化
で
健

康
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
大

幅
増
員
は
急
務
で
す
。
東
京
で
は

１
０
０
０
人
の
期
間
雇
用
社
員
の

不
足
を
「
募
集
し
て
も
集
ま
ら
な 

 
 
 
 
 

い
」
と
無
責
任
な
対
応
を
し

て
い
る
東
京
支
社
の
責
任

は
重
大
で
す
。 

 

無
期
転
換
へ
制
度
に 

「
毒
素
」
は
許
さ
な
い
！ 

ま
た
、
期
間
雇
用
社
員
の

無
期
雇
用
へ
の
転
換
に
つ

い
て
会
社
か
ら
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
た

た
か
い
に
よ
っ
て
無
期
転

換
を
一
年
半
前
倒
し
と
な

っ
た
こ
と
は
一
定
、
評
価
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

労
働
契
約
法
１
８
条
の
意

味
は
労
働
条
件
を
下
げ
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
も
の
で
す
。
提
案
は
、
６ 

５
歳
で
雇
止
め
、
事
業
所
閉
鎖
の

場
合
は
解
雇
、
４
月
以
降
採
用
者

か
ら
は
「
５
年
後
ス
キ
ル
Ｃ
評
価

や
基
礎
評
価
が
す
べ
て
で
き
て
い

る
」
で
な
け
れ
ば
雇
止
め
と
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
提
案
を
到
底
、
認
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
許
さ
ず
、

全
国
２
３
職
場
、
８
６
人
の
組
合

員
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
ま
し

た
。
東
京
で
は
、
銀
座
支
部
と
晴

海
支
部
を
拠
点
と
し
１
１
名
が
ス

ト
ラ
イ
キ
に
決
起
し
ま
し
た
。 

 

晴
海
で
は
京
橋
分
室
と
晴
海
局

で
の
春
闘
ビ
ラ
情
宣
活
動
を
行

い
、
銀
座
局
前
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ

突
入
集
会
へ
結
集
し
ま
し
た
。 

 

１
１
１
名
の
仲
間
で 

ス
ト
ラ
イ
キ
支
援
！ 

 

銀
座
局
前
ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
集

会
で
は
、
最
長
の
組
合
員
で
７
時

３
０
分
か
ら
１
０
時
３
０
分
の
３

時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま

し
た
。
銀
座
局
前
で
の
ス
ト
ラ
イ

キ
突
入
集
会
は
多
く
の
支
援
の
仲

間
が
駆
け
つ
け
１
１
１
名
の
仲
間

が
参
加
し
ま
し
た
。「
ス
ト
ラ
イ
キ

決
行
中
」「
賃
金
引
き
上
げ
、
正
社

員
化
と
均
等
待
遇
、
大
幅
増
員
」

の
横
断
幕
と
多
数
の
組
合
旗
で
埋

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
両
支
部
長

・
本
部
・
地
本
委
員
長
の
あ
い
さ 

 
 

（
裏
に
つ
づ
く

） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

４
月
１
９
日 

 
 

戦
争
法
廃
止
１
９
日
行
動 

 
 

 
 

国
会
議
員
会
館
前 

 

４
月
２
３
日 

 
 

第
３
回
支
部
長
会
議
（
支
部

代
表
者
会
議
） 

 
 

 
 

東
部
区
民
事
務
所 

 

５
月
１
日 

 
 

第
８
７
回
メ
ー
デ
ー 

 
 

 
 

代
々
木
メ
ー
デ
ー 

 
 
 
 
 
 

式
典
１
１
時
～ 

 
 

 
 

日
比
谷
メ
ー
デ
ー 

 
 

９
時
３
０
分
図
書
館
前
集
合 

 

５
月
３
日 

 
 

憲
法
集
会 

 
 

 
 

有
明
防
災 

 

５
月
２
７
日 

 
 

全
労
連
・
東
京
地
評
争
議
支

援
総
行
動 

 

戦
後
、
女
性
が
参
政
権
を
行

使
し
た
１
９
４
６
年
か
ら
７

０
年
。
「
廃
止
し
よ
う
！
戦
争

法
、
取
り
戻
そ
う
！
立
憲
主

義
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

国
際
女
性
デ
ー
中
央
大
会
は

７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会

中
野
晃
一
さ
ん
が
「
女
性
が
立

ち
あ
が
る
時
、
新
し
い
民
主
主

義
が
始
ま
る
」
と
題
し
て
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
中
野
晃

一
さ
ん
自
身
も
共
働
き
で
育

児
は
交
替
で
し
て
い
る
と
い

う
話
に
は
親
近
感
を
持
ち
ま

し
た
。 

ラ
テ
ン
音
楽
の
ひ
と
と
き
で

は
二
人
の
男
性
ポ
ー
カ
ル
と

キ
ュ
ー
バ
大
使
館
の
女
性
職

員
が
一
緒
に
歌
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ち
な
み
に
キ
ュ
ー
バ
で

は
国
会
議
員
の
半
数
が
女
性

議
員
だ
そ
う
で
す
。 

 

中
野
晃
一
さ
ん
は
、
安
倍
政
治

が
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
「
感
じ
悪
い
」

「
Ｄ
Ｖ
政
治
な
の
か
」
を
、
国
際

政
治
と
の
関
係
で
説
明
し
、
一
人

ひ
と
り
の
尊
厳
・
自
由
に
も
と
づ

い
て
、
暴
力
・
貧
困
に
立
ち
向
か

う
ゆ
る
や
か
な
連
帯
を
、
広
げ
て

い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ

の
中
で
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
や
「
マ
マ

の
会
」
な
ど
、
戦
争
法
反
対
運
動

の
中
で
新
し
く
登
場
し
た
運
動
の

積
極
的
な
意
味
に
つ
い
て
、
中
野

さ
ん
は
訴
え
ま
し
た
。 

―国際女性デートは― 

女性に対する差別撤廃と 

平等な社会参加を実現する日 

 

1904年 3月8日にアメリカで女性

労働者がパンと参政権を求めてデモ

を起こしたことがきっかけで、1910

年にコペンハーゲンで行われた国際

社会主義会議で「女性の政治的自由

と平等のために戦う」日と提唱した

ことから、同年「国際女性デー」と

制定されました。 

 日本で最初に取り組まれたのは、

婦人参政権が認められていなかった

1923 年でした。 

 

（
１
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
） 

つ
、
本
部
交
渉
経
過
報
告
、
ス
ト

参
加
者
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
東
京
地
評
、
東
京
全
労

協
を
は
じ
め
地
域
か
ら
１
７
団

体
の
仲
間
が
ス
ト
支
援
に
駆
け

つ
け
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
練
馬
の
仲
間
か
ら

は
、
檄
布
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た

。
組
合
員
の
団
結
と
多
く
の
支
援

者
の
連
帯
と
激
励
に
よ
り
１
６

春
闘
ス
ト
ラ
イ
キ
は
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

地
本
春
闘
要
求
交
渉
は 

こ
れ
か
ら
！ 

局
長
判
断
で
の
時
給
ア
ッ
プ
を

求
め
て
い
く
！ 

 

大
幅
増
員
要
求
と
期
間
雇
用

社
員
の
時
給
ア
ッ
プ
を
柱
と
す

る
地
本
春
闘
要
求
交
渉
は
こ
れ

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
要
員
不
足

の
状
況
を
一
刻
も
早
く
改
善
さ

せ
る
た
め
全
力
で
交
渉
に
臨
み

ま
す
。 

【最終回答の主な内容】 

●期間雇用社員：従来の一時金制度に基づく支給とは別に、２０１６年度に限った措置と

して、夏季一時金支給時に特別加算として上乗せ支給 

○「月給制契約社員」及び「スキルレベル A かつ月平均の所定労働時間（一時金支給基

準日前６か月間の平均）が８４時間超の時給制契約社員 

⇒１０、０００円 

○「スキルレベル A かつ月平均の所定労働時間が８４時間以内の時給制契約社員」及び

「スキルレベル B かつ月平均の所定労働時間が８４時間超の時給制契約社員」⇒５、

０００円 

○「スキルレベル Bかつ月平均の所定労働時間が８４時間以内の時給制契約社員」⇒２、

５００円 

●無期転換権を法律に対し１年半前倒し（２０１６年１０月） 

●無期雇用社員の労働条件について 

○病気休暇の拡大：９０日（無給） 

○休職制度の新設：１年以内で必要な期間（無給） 

○年次有給休暇取得単位の拡大：半日単位取得可能 

●正社員：定期昇給は完全実施 

●正社員：一時金、年間「４．０月」（夏期１．７５月、年末２．２５月） 

●正社員：２０１６年度に限った措置として、夏期手当支給時に特別加算として「８、０

００円」を上乗せ支給（短時間コース社員、再雇用短時間社員は半額） 

※回答の詳細は中央交渉速報 No.19 （３月１７日付け）添付の資料を参照ください） 

 


